
大学生協連では、夏季ボランティア活動として、８月２９日（月）からGWにもお世話になった宮城
郡七ヶ浜町へボランティアを派遣しています。今回は第１２ターム（９月２日－９月６日）の活動報

告・参加者の感想です。
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Today’s Topic.

大学生協ボランティアセンター

～第12ターム（9月2日-9月6日）活動報告・参加者の感想～

第12タームの、9月3日（土）・4日（日）は七ヶ浜中
央公民館にて大学生による「出張！オープンキャン

パス」が行われました。3日の日は、広報不足により
残念ながら参加者“0名”でしたが、その日にビラ配
りを行い、なんと4日は“20名”以上の小学生と保護
者が来てくれました。それぞれ、学校の宿題や自習

道具を持参し、大学生が丁寧に教えていました。

お昼のメニューはなんと東北大生協ケータリ

ングカーによる炊き出し。3日は「ロコモコ丼」、
4日はカレーとマーボーの「二色丼」が振舞わ
れました。出張！オープンキャンパスに来てく

れた子供・保護者の皆様、地域の皆様、ボラン

ティアに来ている皆様に配布することができま

した。1時間も経たずに100食なくなりました！
また、この様子は七ヶ浜町災害VCのブログに
も取り上げられましたよ～☆

9/4＠中央公民館「出張！オープンキャン
パス」の様子

9/3＠中央公民館前での出食
七ヶ浜町災害ボランティアセンターブログ

http://msv3151.c-bosai.jp/index.php?module=blog&eid=22752&blk_id=10970



9/5＠東松島大曲地区、周りは綺麗になって
いましたがこの船は残っていました！

9/5 市内の高校を訪問し、大学生にでき
ることを考える

9/6 仮設住宅前の側溝の泥出し

9/4海浜清掃・個人宅（D班）では、津波で流
されてしまった個人宅の土台を綺麗にする作

業を行いました。コンクリートの基礎の上には、

木材などが固定されたままになっています。

その木材をバールを使ってはがしたり、散乱

しているガラスの破片を一つ残らず取っていく

根気の要る作業です。熱中症にも気をつけな

がら、他の団体ボランティアさんとも協力しな

がら作業していました。

また、9/6は仮設住宅前の側溝の泥出しを
行いました。

5日（月）は七ヶ浜町災害VCはお休みというこ
とで、3つに分かれて行動しました。1つ目は、
週末ボランティアでお世話になった「東松島・石

巻」の今を見るツアーで、東松島の大曲地区や

石巻の日和山公園に行き、復興の状況を肌で

感じてきました。東松島はすごく綺麗になって

いました！

2つ目は学習支援班（Z班）を中心に、仙台市
内の高校2校にアポイントを取り、高校訪問を
するグループです。ボランティアに来ている大

学生にできることを考えました。

9/5＠東松島大曲地区、コミュニティセン
ター前には綺麗な花と新しい家が！

3つ目は自分達でプランを考えて行動した「自由班」です。参加者の友人の被災された
方から生の声を聞くことができ、有意義な時間を過ごせたようです。



ボランティアセンターの様子は今まで全く知ら

なかったので、中に入って実際にボランティアセ

ンター運営スタッフとして活動できて本当に良い

経験になりました。また、たくさんのボランティア

に参加されている方に出会い、今回の震災の復

興に多くの人が協力していることを改めて実感

しました。待つのもボランティア。活動ももちろん

ですが、実際の様子をしっかり目で見て感じとっ

てほしいです。

A班：VC運営スタッフ
大阪大学 濱田真弓（写真左）

集会所待機ボランティアで、震災の話を自ら話

してくださる方がいらっしゃったので、生の声を

聞くことができました。集会所に来られる方はみ

なさん明るく、むしろこちらが元気をもらいました。

月曜日が七ヶ浜災害VCがお休みだったので、
石巻や東松島に出向くことができ、自分の目で

見ることでマスコミなどのフィルタをかけることな

く、今と向き合うことができました。

C班：集会所待機ボランティア
熊本工業専門学校 持田真衣

聞いていた被災地の状況と見てみたときの

ギャップ、そしてそこで作業をしたり、現地の

人々の話をお伺いした時とのギャップがあった。

このことから、実際に行動を起こし積極的に交

流を持つことの重要性を体感した。ボランティア

に集まった人々の意識の高さに驚き、毎日刺激

的だった。

震災から半年が経過し、ボランティアへのニー

ズも変化している。積極的に現地の人々とコミュ

ニケーションを取るなど、活動を通してさらに

ニーズを探してほしいです。

Z班：学習支援班
名古屋大学 長縄佳祐（写真左）



現在までの震災関連のニュースは全国大学生協連HPへ！
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9/4＠仮設住宅集会所で完成した貼り絵 VC運営スタッフのお仕事

朝のVC全体ミーティングの司会 9/4 VC運営スタッフ受付の様子


